
 

博士論文公聴会のお知らせ 

 

下記により博士論文公聴会を行います。どなたでも聴講できます。 

 

発表者：小宮 祐人 

論文題目：壁面内装の表面材厚さと下地材が着火性・発熱性・燃え拡がり性および  

     室の燃焼拡大性状に及ぼす影響に関する研究  

日時：２０２５年８月２０日（水） １３：００～１４：３０ 

場所（ハイブリッド開催） 

   会場：京都大学桂キャンパス C2棟 102講義室 

   〒615-8540 京都市西京区京都大学桂C2 

   https://www.t.kyoto-u.ac.jp/ja/access/katsura 

   オンライン： Zoomでの聴講も可能です。希望される方は下記までお申し込みくださ
い。接続用urlをお知らせします。 

   （京都大学 原田和典、harada@archi.kyoto-u.ac.jp） 

 

概要： 

本研究では、内装材が下地材の上に張られた状態（以下、表面材）において、表面材厚さ

と下地材が表面材の着火性、発熱性、燃え拡がり性およびこれらが複合的に作用する室規模

での燃焼拡大性状に及ぼす影響について検討した。 

着火性に関しては、熱伝導解析を用いて表面材厚さと下地材の影響を考慮した着火時間

の予測式を導出し、実験によりこれを検証した。従来の着火時間予測は、熱的厚壁もしくは

熱的薄壁のいずれかの予測式を択一していたが、実用的な内装材料はどちらにも入らず、熱

的中間壁に属することを示した。その着火時間の予測式を理論的に導き、実験により検証し

ている。 

次に、発熱性、燃え拡がり性に関しては表面材厚さと下地材の影響を実験的に検討した。

その結果、表面材が薄く、下地材の熱慣性が大きい場合には、発熱速度および燃え拡がり速

度が小さくなることを明らかにした。 

続いて、室の燃焼拡大性状について、種々の厚さの合板で壁面を内装した模型室での実験

により測定した。その結果、内装材が薄いと燃え拡がりが早いが、燃え尽きも早くなるので

結果的に燃焼は穏やかであった。一方、内装材が厚いと着火、燃え拡がり、裏面への燃え進

みが遅くなるので、フラッシュオーバーまでの時間が遅くなった。燃え拡がりが早く、裏面

への燃え進みも早くなる中間的な厚さの内装材では、フラッシュオーバーが早期に起こる

可能性を示した。 

内装の性能を総合評価するため、既往の室内装の燃え拡がりモデルを改良して感度解析

を行った。中間規模実験との比較検討を踏まえた上で、表面材厚さと下地材が室の燃焼拡大

性状に及ぼす影響を調べたところ、中間的な厚さの内装材で下地材の熱慣性が小さい場合

にフラッシュオーバーに早く至る傾向を再現した。 

 

追記：学内手続きの関係で日程および場所の正式決定は 7/10 以降となります。変更の可能

性は殆どありませんが、万が一変更が生じる場合には改めて連絡を差し上げます。 

 


